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七窪地区では、ボーリング調査の結果、液状化リスクの高い地区であると判定され、
液状化対策の必要性の検証が必要であると判断された。

出典：液状化対策に関する住民説明会資料より抜粋、一部加筆

１．かほく市七窪地区の被災状況
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※地質調査・液状化判定結果の詳細は後述する。

七窪地区

大崎地区



個人情報が含まれるため非表示としています

1.1 家屋の被災状況（応急危険度判定、罹災証明）

【応急危険度判定】
危険：2件、要注意：1件、調査済：1件

【罹災証明（七窪地区）】災害の被害認定基準（令和３年６月24日付府政防６７０号内閣府政策統括官（防災担当））
大規模半壊：３件、半壊：１２件、準半壊：５件、準半壊に至らない：１８０件
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出典：かほく市液状化地区復旧対策検討業務委託、 令和7年3月、パシフィックコンサルタンツ㈱、かほく市より提供・一部加筆

１．かほく市七窪地区の被災状況
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個人情報が含まれるため非表示としています

1.1 家屋の被災状況（応急危険度判定、罹災証明）

液状化による噴砂の影響が確認できた地点は、以下の
1箇所である（かほく市提供資料でのみの確認）。

１．かほく市七窪地区の被災状況
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出典：かほく市液状化地区復旧対策検討業務委託、 令和7年3月、パシフィックコンサルタンツ㈱、かほく市より提供・一部加筆



１．かほく市七窪地区の被災状況

1.2 道路等公共施設の被災状況

七窪公民館

公共施設の被害では、道路の亀裂や陥没、地盤沈下や段差等の被害が見られる。
（マンホールの埋戻し土を含む）液状化による噴砂が確認された地点を に示す。

災害査定路線図
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公民館
市道

ドラックストア

七尾線 神社

二の橋

出典：かほく市液状化地区復旧対策検討業務委託、 令和7年3月、パシフィックコンサルタンツ㈱、かほく市より提供・一部加筆

被災 a

被災 b

被災 c

※被災a～被災cは、p.7、p.8の上下水道の被災地点



１．かほく市七窪地区の被災状況

1.3 下水道の被災状況

七窪地区の下水道は2箇所で被災した。マンホールの浮き上がりはなく、下水管のたわ
み・管のズレが主な症状であった。
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被災a

被災b

被災a 被災a 被災ｂ

被災ｂ

被災b

管のたわみ
（滞水状態）

管のたわみ
（滞水状態）

取付管のズレ

管のズレ

対象区域

N

ドラックストア

二の橋

100m縮尺

出典：かほく市より提供・一部加筆



１．かほく市七窪地区の被災状況

1.4 上水道の被災状況（復旧状況）

七窪地区では上水道の2箇所で被災し、復旧工事が行われた。工事記録では側方流動による
管の破断等とされている。
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被災a：工事記録
側方流動により下水道人孔と接
触、破断した箇所の復旧

被災c：工事記録
配水管の抜出し部分を継ぎ輪に
て接続

被災a

被災ｃ

破断管の取り出し
（被災状況写真なし）

復旧後

破断箇所応急復旧状況 継ぎ輪による復旧状況

被災a

被災ｃ

対象区域

N

公民館
市道

ドラックストア

七尾線

二の橋

出典：かほく市より提供・一部加筆

300m縮尺



２．地形・地質概要

出典：かほく市液状化地区復旧対策検討業務委託、令和7年3月、パシフィックコンサルタンツ㈱ 一部加筆

【河川の改修】
七窪地区に流下する宇ノ気川は1969年以降のに改修より、流路が東側へ大きくを移動された。
旧宇ノ気川は水路として現在も活用されている。

2.1 河川改修および宅地造成履歴
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個人情報が
含まれるた
め非表示と
しています

1999年

２．地形・地質概要

2024年1975年1947年

対象区域対象区域 対象区域 対象区域

被災履歴

【宅地の造成履歴】
1947年以降の約25年毎の七窪地区の空中写真を示した。
・七窪地区は対象区域（被害程度が大きい・被害が密である区域）の中央から北側は1947年以降に宅地が増加
している。
・被災履歴と比較すると、1947年以降に宅地造成された北側で被害発生が多いことがわかる。南側については、
被害数は比較的少ないが、部分的に被害程度が大きい箇所がある。

対象区域
中央線

出典：国土地理院_空中写真より一部加筆

2.1 河川改修および宅地造成履歴

もともと家屋がない
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公民館
市道

ドラックストア

二の橋

対象区域



２．地形・地質概要

【地形の変遷】
七窪地区の旧地形図を示した。河川改修・宅地造成以外には1968年頃に道路整備が確認される。

2.2 地形の特徴

出典：今昔マップより一部加筆

①1909～1910年

③1968～1969年

②1930年

④1981～1985年

対象区域 対象区域

対象区域

宅地造成
河川改修

道路整備

古くからの集落地の北側に
家屋が多く建てられる。

1909年ごろは対象区域の南
側に集落が存在し、北側や
外縁部は桑畑や針葉樹林で
ある。

河川改修が行われ、東側に
河川が移動する。対象区域
の西側に道路が整備される。

①1909～1910年からの大き
な変化はない。

NN

NN
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公民館

市道

ドラックストア

七尾線

二の橋

対象区域



２．地形・地質概要

2.2 地形の特徴

出典：今昔マップ,国土地理院より一部加筆
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【標高線の変化】
横断的な標高点数が少ないため、整地されたか判断することは難しいが、1930年～1968年にかけて、対象区域
北側にて整地（掘削）された可能性がある。

※④1981年は③1968年と同じ標高であったため省略

整地
箇所

整地
箇所 整地

箇所

整地
箇所

整地(掘削)された
可能性がある。

中間の高さが不明であるため、整
地されたか判断がつかない。

整地箇所
地理院の
DEM断面

市道

七尾線

道路

道路

七尾線

市道

七尾線

市道

七尾線

市道

七尾線

市道道路

二の橋



個人情報が含まれるため非
表示としています

２．地形・地質概要

【地形の特徴】
七窪地区の色別標高図を示した。対象区域は北西から南東にかけて地形が傾斜する地形である。標高5m付近が東
側からの砂丘分布の終端付近と考えられる。標高5mより高い位置には家屋が建てられる。標高5mより低い土地
は田畑として利用されている。地震による被害（準半壊以上）を受けた家屋は標高5～６.5m付近に集中する。

対象区域

凡例（標高）

■0-５.0m

■５.0-5.5ｍ

■5.5-6.0ｍ

■6.0-6.5ｍ

■6.5-7.0ｍ

■7.0m以上

対象区域N

N

2.2 地形の特徴

出典：国土地理院_色別標高図より一部加筆
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被災履歴

公民館

ドラックストア

七尾線

七窪神社

二の橋



七窪地区

E

F

G

２．地形・地質概要

2.3 地質の特徴

H
E F

HG

【地質の特徴】
七窪地区の地質は地質図よりS1（内列砂丘-中粒砂）およびS6（砂丘後背砂地-中砂および細粒砂）で構成される。

引用：地質図ナビ_地域地質研究報告 5万分の1地質図幅 津幡 金沢（10）第20号

N
七窪地区

N

S1 S6
S2

b

S6

S1

S2

b

拡大

凡例
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個人情報が含まれるため非表示としています

３．既往地盤調査結果のまとめ

3.1 既往資料による地質断面図
【既往調査による調査位置平面図】
・七窪地区の範囲内（ ）におけるの既往ボーリング調査地点は、計19地点であった。は
・既往調査結果より、液状化被害可能性範囲（ ）は、七窪地区の範囲内の北東側に分布する。
（ の範囲は個人情報が含まれるため、非表示としています。）
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個人情報が含まれるため非表示
としています

３．既往地盤調査結果のまとめ

3.1 既往資料による地質断面図
【既往調査による地質断面図(断面①)】

【地質断面図(断面①)】

・七窪地区におけるの地質層序は、上位層より、
Ad層（砂丘）、Ap層（有機質土層）、As1層、Aｃ層、
As2層となる。
（※Ad層（砂丘）にて、七窪地区は、「砂丘後背砂地」、「内部砂丘」
と区分されるが、既往調査結果における判定が難しいことから、
「砂丘堆積物(Ad層）」と総称した。）

・ Ad層（砂丘）の下位層である軟弱なAp層（有機質土層）が、七窪地区全体に一部を除き、
薄く分布している。（最大層厚は１．３m）

① ①’

16

公民館 ドラックストア

一の橋 二の橋 三の橋 六の橋



個人情報が含まれるため非表示
としています

３．既往地盤調査結果のまとめ

3.1 既往資料による地質断面図
【既往調査による地質断面図(断面④)】

【地質断面図(断面①)】

・軟弱なAp層（有機質土層）は東西方向にも一様に
薄く分布している。Ac層は西側の下端深度が確認で
きていないが一様に分布しているものと推察する。

・Ad層は砂丘の西側では厚く堆積し、深度７mほど
からN値が大きくなる傾向である。
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【地質断面図(断面④)】

④ ④’

ドラックストア
道路②

道路①
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３．既往地盤調査結果のまとめ

3.2 既往資料の土質試験結果
【七窪地区における既往の室内土質試験結果(物理試験)の整理】
・土粒子の密度において、一般的な値の範囲内を示す。
・自然含水比において、 Aｐ層が130(%)程度で、高含水比を示す。⇒「土の圧縮特性」が大きいことが想定される。
・粒度特性において、最上位層であるAｄ層は「粒径が均一」である。 ⇒「液状化が発生しやすい粒度特性」である。

各地層の平均線 各地層の平均線 各地層の平均線

各物理試験項目における標高分布図(七窪地区内)

各地層における粒径加積曲線(七窪地区内)

最上位層である
Ad層(砂丘)は、
「粒径が均一」である。

⇒「液状化が発生しや
すい粒度特性」を持つ

社）地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説，p118，2020.12

表1 代表的な鉱物･土の土粒子の密度の例

高含水比

社）地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説，p205，2020.12

表2 代表的な自然含水比の例As1層

Ad層

As2層

Ac層

Ap層

Ap層

Ac層 As1層Ad層 As2層
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透水係数 k （m/s）

清浄な礫
｛ＧＷ｝ ｛ＧＰ｝

砂および礫
｛ＧＷ｝ ｛ＧＰ｝
｛ＳＷ｝ ｛ＳＰ｝

｛Ｇ-Ｍ｝

特殊な変水位
透水試験

定水位透水試験

なし

透水係数を直接
測定する方法

特殊な変水位
透水試験

変水位透水試験

清浄な砂と礫は粒度と間隙比から計算

対応する土の種類
粘性土
｛Ｃ｝

透水係数を間接的
に測定する方法

圧密試験結果から計算

微細砂，シルト，
砂―シルト―粘土混合土

｛ＳＦ｝ [Ｓ-Ｆ] ｛Ｍ｝

実質上不透水 非常に低い 低　　い 中　　位 高　　い透　水　性

10-5 10-4 10-3 10-2 10-1 10-010-11 10-10 10-9 10-8 10-7 10-6

社）地盤工学会：地盤材料試験の方法と解説，p450，2020.12

孔番号 地層記号 地盤高 試験区間 現場透水係数k 透水係数k (Creager法)

TP.m TP.m (m/s) 平均値(相乗) (m/s)

七窪No.2(既往)_R7.3 Ad 5.98 2.98 ～ 1.98 非定常法(注水法) 6.08E-05

B.H9-No.2(既往)_H10.3 Ad 5.72 3.12 ～ 2.42 非定常法(回復法) 1.75E-05

B.H9-No.4(既往)_H10.3 Ad 6.67 5.17 ～ 4.47 非定常法(回復法) 1.88E-05

B.H9-No.5(既往)_H10.3 Ad 6.03 3.83 ～ 3.03 非定常法(回復法) 1.45E-06

No.1(既往)_H9.3 Ad 9.45 7.45 ～ 3.45 非定常法(回復法) 9.85E-06

No.2(既往)_H9.3 Ad 10.39 8.39 ～ -1.61 非定常法(回復法) 2.21E-05

No.3(既往)_H9.3 Ad 10.51 8.01 ～ 3.51 非定常法(回復法) 1.83E-05

No.4(既往)_H9.3 Ad 8.79 6.29 ～ 3.79 非定常法(回復法) 1.24E-04

No.5(既往)_H9.3 Ad 5.15 3.55 ～ 1.15 非定常法(回復法) 7.28E-05 2.16E-05 4.64E-05

Ap ～ 現場透水試験実施無し 5.80E-09

No.6(既往)_H9.3 As1 5.34 0.39 ～ -1.01 非定常法(回復法) 1.83E-06 1.83E-06 1.43E-06

Ac ～ 現場透水試験実施無し 1.91E-08

As2 ～ 現場透水試験実施無し 2.32E-06

試験方法

３．既往地盤調査結果のまとめ

3.3 既往資料の現場透水試験結果（透水係数）
【砂質土層の透水性(現場透水試験結果)】
・Ad層は、１０-6～ １０-4m/sオーダーであり、透水性は「低い～中位」である。
・As１層は、１０-6m/sオーダーであり、透水性は「低い」である。
（※クレーガー法による各地層の透水係数の推定値と、 Ad層、 As１層の現場透水係数は同程度であった。）

Ad層
As1層

As2層
Ac層Ap層
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４．既往資料による液状化判定

出典：液状化対策に関する住民説明会

【想定地震動の大きさ】
以下の理由から想定地震動はタイプ2（今次災害を考慮した地震動M７．６、加速度αmax=200gal）とする。
設定根拠については、参考資料にまとめて示す。
• タイプ１（最低限の地震動）と同等以上であること。
• タイプ3（地域防災計画に定める地震動等）の場合、対策目標の達成が難しく、対策費用が大きくなること。

20



４．既往資料による液状化判定

【液状化判定の解析条件】

非液状化層厚（H1），液状化指標（PL），地表面変位（Dcy）の評価を行うため、地盤調査結果を用いて、
液状化判定を行う。

液状化判定のための主な解析条件は、以下のとおりである。

・ 地下水位 ： ボーリング調査時の孔内水位（無水掘りで確認した水位）

・ 判定条件 ： タイプ2（2０0gal，マグニチュード7.6）

・ 年代補正 ： 考慮しない（地盤生成年代による補正1.0）

・ 判定対象 ： 判定深さ20m

H1～Dcy判定図 H1～PL判定図

出典：市街地液状対策推進ガイダンス【本編】令和元年6月国土交通省都市局都市安全課 P67より抜粋

出典：市街地液状対策推進ガイダンス【本編】令和元年6月国土交通省都市局都市安全課 P83～84より抜粋
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個人情報が含まれるため非表示
としています

４．既往資料による液状化判定

【液状化判定結果】

出典：かほく市液状化地区復旧対策検討業務委託に一部加筆

No. 地盤高 地下水位(GL-m） 非液状化層H1 地表面変位量Dcy 液状化指標値PL値 液状化判定

10.03 1.60 1.60 16.88 ８.７２ C判定

5.98 1.10 1.10 16.46 12.57 C判定

8.84 1.65 1.65 23.11 10.18 C判定

現況の液状化判定の結果、七窪地区はいずれ
の地点でもC判定となる
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個人情報が含まれるため非表示としています

【液状化被害可能性範囲の設定】
・範囲の設定に際しては、「微地形区分」「液状化しやすさマップ」などの液状化危険度情報や「罹災証明書：
宅地被害がある赤枠内」「衛星干渉SAR」などの被災状況、公共施設の被害（緑線）などを踏まえ、宅地被害
があり、且つ公共施設被害がある範囲を設定しているものと考えられる。

５．地下水位低下工法検討のための課題
23



５．地下水位低下工法検討のための課題

・七窪地区内の既往ボーリング調査にて地下水位が確認された地点(計13地点)にて、地盤標高xと
地表面から地下水位面までの深さyを取りまとめた。(※確認された地下水位は主に冬季に確認される。)
・その結果、y=0.2389xの関係が得られた。この結果を用いると、地表面標高が12.5mより低い個所で
非液状化層H1<3mが得られる結果となる。

24

【地表面標高と地下水面の深さの関係】

孔口標高 地下水位(孔内水位)

(TP.m) 深度(GL-.m) 標高(TP.m)

七窪No.1(既往)_R7.3 10.03 1.60 8.43 Ad層 2024/12/18

七窪No.2(既往)_R7.3 5.98 1.10 4.88 Ad層 2024/12/20

七窪No.3(既往)_R7.3 8.84 1.65 7.19 Ad層 2024/12/16

B.H9-No.1(既往)_H10.3 5.54 1.80 3.74 Ad層 1997/12/12

B.H9-No.2(既往)_H10.3 5.72 2.50 3.22 Ad層 1997/12/12

B.H9-No.4(既往)_H10.3 6.67 1.40 5.27 Ad層 1997/12/9

B.H9-No.5(既往)_H10.3 6.03 1.60 4.43 Ad層 1997/12/8

No.1(既往)_H9.3 9.45 2.05 7.40 Ad層 1997/2/15

No.2(既往)_H9.3 10.39 2.73 7.66 Ad層 1997/2/23

No.3(既往)_H9.3 10.51 2.45 8.06 Ad層 1997/3/5

No.4(既往)_H9.3 8.79 2.43 6.36 Ad層 1997/2/26

No.5(既往)_H9.3 5.15 1.68 3.47 Ad層 1997/2/15

No.6(既往)_H9.3 5.34 1.28 4.06 Ad層 1997/3/4

地点名 地層
地下水位

確認日
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【地下水位低下工法検討のための七窪地区での課題・留意点】
・ボーリング調査で確認されている地下水位は無水掘りによって確認されており、表層部の宙水

を測定し地下水位を浅く評価している可能性がある。
・ボーリング3か所で地下水位は測定されているが、地下水位低下工法検討に必要となる地下水位

コンターは現在のデータでは描くことができない。
・地下水位観測孔が設置されておらず、地下水位の季節的な変動が観測されていない。



個人情報が含まれるため非表示としてい
ます

【高有機質土Ap層の地盤沈下の可能性】

５．地下水位低下工法検討のための課題

・液状化範囲可能性範囲において、地下水位低下に伴う
地盤沈下が懸念される高有機質土Ap層や粘性土層Ac層
が層厚は薄いが、広い範囲に分布している。
・特にAp層は圧縮性が高く、層厚は0.5m～1.30m、N
値はN=0～6と場所によりばらついている。
・Ap層分布範囲で、令和6年度に追加調査が実施されて
いるが、液状化判定のための調査は行われているが、Ap
層、Ac層の圧密試験は実施されていない。
→地盤沈下の可能性の判断データがない

Ap層：層厚1.30ｍ
(N=6)

Ap層：層厚0.80ｍ
                  (N=0)
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Ap層：層厚0.45ｍ
                  (N=2)



七窪地区の面的な地下水位測定（地下水位コンター）

令和6年度実施地点の地下水位の測定

・SWS試験を同じ場所で実施し、それを、手ばかりの地下水
位観測孔とする(SWS試験L=5m×2個所）。

・七窪地区全域で面的にSWS試験を実施し、それを手ばかり
の地下水位観測孔とする（SWS試験L=5m×16個所）。

・地下水位の面的挙動把握
（すべての観測孔で、地下水
位一斉測定を実施する（11月、
12月、3月頃）
・自記水位計により、地下水
位の経時的変化（季節によ
る変化等）を測定する（1個
所のみ）

地盤の透水性の把握

追加ボーリング(次ページ参照)での連続地下水位測定
注）一斉測定は冬季の融雪水くみ
上げ時は回避する

６．追加調査計画

【目的：正確な地下水位測定と地下水位コンター図の作成】

・追加ボーリング孔を利用して、
地下水位観測孔を設置する。自
記水位計による自動測定で経時
的な地下水位を測定する。
・追加ボーリング孔で、現場透
水試験を実施し、Ad層の透水性
を把握する。
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６．追加調査計画

【目的：高有機質土Ap層の地盤沈下の可能性把握】

新規ボーリング調査
（液状化被害可能性範囲で1か所）

【候補地】
①高有機質土層のN値=0の地点

：Ap層（層厚0.80m、N値0）
②Ap層（層厚0.45m、N値2）
③高有機質土層の最も厚い地点

：Ap層（層厚1.30m、N値6)

【調査内容】
・候補地は、全て既存ボーリングが実施されている。

①
②

③

【Ap層、Ac層の圧密特性の把握】ボーリングL=10m程度
・Ap層及びAc層での乱れの少ない試料採取、圧密試験・一軸圧縮試験・物理試験（LLPL含む）3試料
【表層部の地下水位の経時的な把握：前ページの調査目的に関連】
・現場透水試験によるAd層の透水性を把握。
・地下水観測孔の設置（表層部のAd層を対象）、自記水位計による経時的な地下水位挙動を把握

27

追加のボーリング調査は、最も軟弱で沈下の発生しやすい①地点で実施する

個人情報が含まれるため非表示としています



凡例 提案箇所数

SWS試験 16箇所

調査ボーリング 1地点
※提案箇所は赤枠(★)で表示

平面位置図（調査提案位置図）

６．追加調査計画

・SWS試験孔を利用した地下水位観測孔(令和6
年度既存ボーリング地点2箇所)、面的把握の
ために16個所配置した。

・ボーリング地点は、高有機質土の層厚やN値
をもとに実施位置を判断したい。
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公民館

市道

ドラックストア

七尾線 神社

二の橋

出典：国土地理院_地理院地図に加筆

★提案調査仕様【ボーリング調査、SWS試験孔を利用した候補地】



個人情報が含まれるため非表示としています

６．追加調査計画

【実証実験】

七窪地区においては、以下の技術的項目を本施工前に確認する目的で、実証実験を計画したい。
・地下水位低下工法で、どの程度の深さまで、どの程度の範囲まで地下水位が低下するかを確認する。
・地下水位低下により、地盤沈下が発生するかどうかを確認する。

候補地 Ap層：層厚0.45m N=6
Ac層：層厚3.45m N=0～1

【候補地の課題】
・液状化被害可能性範囲からは外れている。噴砂は発生している。
・Ac層は軟弱で層厚が厚いが、Ap層は薄くN値6とやや硬い。

29

噴砂

候補地の噴砂状況



７．住民意向調査

【第1回 住宅再建や液状化対策に関する意向調査結果】

液状化被害市街地に位置する地権者や居住者等を対象に、主に生活再建意向（現地での再建や移転
希望など）を把握することを目的に実施した。

❚意向調査実施概要

❚集計状況

対象内訳 ・かほく市内罹災証明発行手続きを行った世帯

：1099世帯のうち七窪地区200世帯

調査方法 ・郵送配布 郵送回収もしくはWEB回答

調査期間 ・2024年９月２日～16日

❚意向調査設問概要

１.世帯属性 問１｜世帯構成

問２｜世帯の年齢別人数

問３｜自宅被災状況

問４｜公費解体申請の有無

２.住宅再建 問５｜住宅再建を希望する場所

問６｜住宅再建にあたっての住まい形態

（持ち家か賃貸か等）

問７｜住宅再検討の実現希望時期

３.液状化対策 問８｜宅地復旧の支援制度の活用意向

問９｜宅地復旧の支援制度で想定する工事内容

問10｜公共施設との一体的な液状化対策の必要性

４.その他 問11｜回答者名

問12｜分離世帯への意向調査必要の有無

地区名 集計率｜地区全体

七窪地区 62.0%
配布：200件

集計：124件

集計率｜地区全体

市全域 64.9%
配布：1099件

集計：713件

❚回収状況 合計 713件（市全域）

回収率 64.9％

集計率｜半壊以上 集計率｜半壊未満

73.5%
配布：223件

62.7%
配布：876件

集計：164件 集計：549件

集計率｜半壊以上 集計率｜半壊未満

73.3%
配布：15件

61.1%
配布：185件

集計：11件 集計：113件
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７．住民意向調査

【第1回 住宅再建や液状化対策に関する意向調査結果】
・ 8割以上の世帯が「公費解体を望まない」と回答。
・ 8割以上の世帯が「震災前と同じ住宅を補修して住みたい」と回答。
・支援制度の活用意向については、 「宅地復旧の支援制度の意向はない」回答が半数以上と最も多
く、既に活用に向けて取り組んでいる人は1割弱であった。
・液状化対策については、「市が主体となり公共施設と宅地とを一体的に液状化対策すべき」回答が
半数程度占める。

問４｜公費解体申請の有無

問6｜住宅再建にあたっての住まい形態 問10｜公共施設との一体的な液状化対策の必要性

問８｜宅地復旧の支援制度の活用意向
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７．住民意向調査

【第2回 罹災後のお住まいに関する意向調査結果】

液状化被害市街地に位置する地権者や居住者等を対象に、今後の住まいに関する意向を把握する
ことを目的に実施した。

問１｜支援制度の活用意向

問２｜支援制度で想定する工事内容

問３｜今後のお住まいの場所について

問４｜今後のお住まいの形態について

問５｜その他意見

地区名 集計率｜地区全体

七窪地区 60.0%
配布：15件

集計：9件

集計率｜地区全体

市全域 64.6%
配布：96件

集計：62件

❚意向調査実施概要

❚集計状況

❚意向調査設問概要

❚回収状況 合計 62件（市全域）

回収率 64.6％対象内訳 ・大崎地区を除く市内全域で、被害の程度が半壊以上
の罹災証明書の交付を受けた世帯
：96世帯のうち七窪地区15世帯

調査方法 ・郵送配布 郵送回収もしくはWEB回答

調査期間 ・2025年3月7日～31日
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７．住民意向調査

【第2回 罹災後のお住まいに関する意向調査結果】

問１｜支援制度の活用意向

問２｜支援制度で想定する工事内容 問４｜今後のお住まいの形態について

問３｜今後のお住まいの場所について

・支援制度の活用意向について、既に活用・活用に向けて取り組んでいる人が半数以上を占めた。
・想定する工事内容については、「住宅家屋基礎の修復工事」「住宅家屋下の地盤改良」を想定してい
る回答が最も多く存在する。
・「震災前と同じ住宅を補修して住みたい」と回答した世帯が７割弱を占めた。
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７．住民意向調査

【第3回 宅地の液状化対策に関する意向調査結果】

宅地の液状化対策に関する意向を把握するこ
とを目的に、液状化被害市街地に位置する地
権者や居住者等を対象に、住民意向調査を実
施する。

出典：液状化対策関する住民説明会資料より抜粋、一部加筆

七窪地区では、2025年5月27日に液状化対策に関する住民説明会を開催し、液状化対策の必要
性の検証が必要であると判断された。
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８．今後のスケジュール

予定月 進行

令和7年10月下旬
～

令和7年11月中旬

現地追加調査
・SWS試験
・地下水位分布調査
・ボーリング調査（ボーリング、室内土質試験）

令和7年11月下旬
～

令和7年12月下旬

追加調査結果の整理
地盤沈下の検討
三次元浸透流解析
対策工法の比較検討
集排水管の基本配置計画（案）の策定
実証実験計画（案）の策定

令和7年12月下旬
～

令和8年1月中旬
第２回検討委員会
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